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Ⅰ．緒 言
レバンガ北海道は，JBL（Japan Basketball League）
に所属するプロバスケットボールチームである。２０１１年
１月に JBLから除名処分を受けたレラカムイ北海道
（当時）の後，チーム消滅の危機からファンや関係者の
支援を受けて２０１１年６月に発足した。運営会社は株式会
社ではなく，一般社団法人「北海道総合スポーツクラブ」
であり，理事長にはプロスポーツでは異例の選手兼任オー
ナーとして努めている。
レラカムイ北海道（当時）は，JBLに新規加入した２００７
０８年以来３シーズン連続で，観戦者動員数がリーグトッ
プとなり，２００９１０年シーズンでは過去最多の６７，７８２名
となり平均でも３，０８１名と，他チームからも注目を集め
ていた。しかし，２０１０１１年シーズンでは，年末から年
明けにかけたチームの除名騒動と東日本大震災によるリー
グ打ち切りの影響もあり，観客動員数は３６，５０４名，平均
２，０２８名となり，一気にリーグ４位まで落ち込んだ。２０１１
１２年シーズンでは，観客動員数は３９，１３３名，平均１，８６３
名，リーグ２位であった。
バスケットボールの国内リーグは，もうひとつ２００５年
にスタートした bj リーグという日本初のプロバスケッ
トボールリーグが存在している。bj リーグは所属する
すべてのチームがプロチームであるのに対して，JBLは，
レバンガ北海道とリンク栃木以外は，多くのチームは大
企業の支援があるいわゆる企業（実業団）チームである。
従って，JBLでは試合を興行としてシビアに捉えている
チームは決して多くなく，レラカムイ北海道（当時）の
観客動員数の多さは異例でもあった。
レバンガ北海道と同じくプロチームであるリンク栃木
の観客動員数は，２００９１０年リーグ２位であったが，他
の企業（実業団）との決定的な違いはない。北海道にお
けるバスケットボールの競技人口は，全国高体連８），中
体連４），少年団３）の統計によると，野球やサッカーに次い
で多い傾向が見られる。またレラカムイ北海道時代では，
他チームと比較して，積極的な動員をかけていたとも言
われている。しかしながら，いずれにしても，まずは観
戦者の実態について把握しなければならないと考える。
とくに，今回の場合は，レラカムイ北海道時代からレ
バンガ北海道に変わり，観戦者の層や質がどのように変
化したのか，あるいは変化していないのか，については
注目すべき点である。また，消滅の危機から立ち上がっ
た姿に共感するなど，多くのメディアでも取り上げられ
ているため，新たな観戦者層が生まれていることも推測
できる。したがって，観戦者の実態を分析することによ
り，これらがより明確になるものと考えられる。
筆者らは，こうした地方プロスポーツチームの運営や
存続について知見を得るため，観客に対して継続的な調
査を実施している１），２）。レバンガ北海道においては，２０１１
１２年シーズンの運営に関わるほぼすべてがはじめての
経験となる。以前の運営関係者が残っていることから，
少なからずノウハウはあるものの，全体としては手探り
の運営が続いていることは間違いない。これらのことか
ら，本研究では，レバンガ北海道の観戦者の実態につい
て明らかにし，情報資料として提供するものである。そ
して，究極的には，近年のプロスポーツは地域に根ざし
た活動を数多く実践していることから，北方圏や積雪寒
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冷地域に所在するプロスポーツにおける，あらたな地域
社会との連携づくりにも寄与できるのではないかと考え
る。
Ⅱ．研究方法
本研究では，２０１２年２月３日（金）と３月３日（土）
北海道立総合体育センター「北海きたえーる」で開催さ
れた，レバンガ北海道公式戦のホームゲームにおいて，
質問紙調査を実施した。会場入口において質問紙を配付，
その場で記入し回収，もしくはその後回収した。
２月３日（金）の対戦相手はパナソニックトライアン
ズ，観客数は１，３５７名，回収数は４７５部，３月３日（土）
（ホームゲーム最終戦）の対戦相手はトヨタアルバルク，
観客数は２，６６６名，回収数１，０２６部であった。
調査内容は，観戦者属性（性別・年齢・居住地），ク
ラブ会員かどうか，観戦回数，観戦理由，観戦者の要望
などであった。
Ⅲ．結 果
１．観戦者属性
表１は２月３日レバンガ北海道の観戦者属性を示した
ものである。性別では，女性が３０４名（６４．３％）男性が１６９
名（３５．７％）であった。年齢は３０代が最も多く１３１名
（２７．８％）次いで４０代が１２９名（２７．４％）であった。居
住地では，札幌市内が最も多く３７５名（７９．６％）札幌近
郊６市を合わせると４１６名（８８．３％）であった。その他
道内市町村が４１名（８．７％）道外都府県は１４名（３．０％）
であった。
表２は３月３日同観戦者属性を示したものである。性
別では，女性が６４９名（６３．７％）男性が３７０名（３６．３％）
であった。年齢は３０代が最も多く３１９名（３１．３％），次い
で４０代が２５６名（２５．１％）であった。居住地では，札幌
市内が７０３名（６８．７％）札幌近郊６市を合わせると８４５名
（８２．６％）であった。その他道内市町村が１５５名（１５．２％）
道外都府県は２３名（２．２％）であった。
２．観戦回数
表３は，２月３日の年代毎の観戦回数を示したもので
ある。女性の１０回以上は３０代が最も多く５５名（３７．４％），
次いで４０代が３７名（２５．２％），４回～９回は３０代が最も
多く２５名（３５．２％），次いで４０代が２１名（２９．６％），２回
～３回は４０代が最も多く２３名（４０．４％），１回は４０代が１１
名（４０．７％）であった。男性の１０回以上は３０代が最も多
く１１名（２６．８％），次 い で４０代 と５０代 が と も に９名
（２２．０％），４回～９回は１０代，４０代，５０代がともに最
も多く１０名（２０．８％），２～３回は１０代が最も多く１７名
表１ レバンガ北海道の観戦者属性
２月３日（金）パナソニックトライアンズ戦
人数 ％ 人数 ％
性別 女性 ３０４ ６４．３％ 居住地 札幌市 ３７５ ７９．６％
男性 １６９ ３５．７％ 江別市 １５ ３．２％
計 ４７３ １００％ 恵庭市 ２ ０．４％
人数 ％ 北広島市 ９ １．９％
年齢 １０代 ５８ １２．３％ 石狩市 ２ ０．４％
２０代 ６０ １２．７％ 小樽市 １ ０．２％
３０代 １３１ ２７．８％ 千歳市 １２ ２．５％
４０代 １２９ ２７．４％ その他道内市町村 ４１ ８．７％
５０代 ５９ １２．５％ 道外都府県 １４ ３．０％
６０代 ３１ ６．６％ 計 ４７１ １００％
７０代以上 ３ ０．６％
計 ４７１ １００％
表２ レバンガ北海道の観戦者属性
３月３日（土）トヨタアルバルク戦
人数 ％ 人数 ％
性別 女性 ６４９ ６３．７％ 居住地 札幌市 ７０３ ６８．７％
男性 ３７０ ３６．３％ 江別市 ３０ ２．９％
計 １０１９ １００％ 恵庭市 ２３ ２．２％
人数 ％ 北広島市 ２７ ２．６％
年齢 １０代 ８０ ７．９％ 石狩市 １９ １．９％
２０代 １５７ １５．４％ 小樽市 １５ １．５％
３０代 ３１９ ３１．３％ 千歳市 ２８ ２．７％
４０代 ２５６ ２５．１％ その他道内市町村 １５５ １５．２％
５０代 １３４ １３．２％ 道外都府県 ２３ ２．２％
６０代 ６１ ６．０％ 計 １０２３ １００％
７０代以上 １１ １．１％
計 １０１８ １００％
表３ 年代毎の観戦回数
２月３日（金）パナソニックトライアンズ戦
１回 ２～３回 ４～９回 １０回以上
女性 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
合計３０２ 計 ２７ ８．９％ ５７ １８．９％ ７１ ２３．５％ １４７ ４８．７％ １００％
内訳
１０代 ３ １１．１％ ７ １２．３％ ４ ５．６％ ８ ５．４％
２０代 ２ ７．４％ ９ １５．８％ ８ １１．３％ １９ １２．９％
３０代 ３ １１．１％ １１ １９．３％ ２５ ３５．２％ ５５ ３７．４％
４０代 １１ ４０．７％ ２３ ４０．４％ ２１ ２９．６％ ３７ ２５．２％
５０代 ５ １８．５％ ５ ８．８％ ６ ８．５％ ２０ １３．６％
６０代 ２ ７．４％ ２ ３．５％ ６ ８．５％ ８ ５．４％
７０代以上 １ ３．７％ ０ ０．０％ １ １．４％ ０ ０．０％
１００％ １００％ １００％ １００％
１回 ２～３回 ４～９回 １０回以上
男性 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
合計１６７ 計 ２６ １５．６％ ５２ ３１．１％ ４８ ２８．７％ ４１ ２４．６％ １００％
内訳
１０代 ７ ２６．９％ １７ ３２．７％ １０ ２０．８％ ２ ４．９％
２０代 ５ １９．２％ ７ １３．５％ ４ ８．３％ ６ １４．６％
３０代 ４ １５．４％ １３ ２５．０％ ９ １８．８％ １１ ２６．８％
４０代 ７ ２６．９％ １１ ２１．２％ １０ ２０．８％ ９ ２２．０％
５０代 ２ ７．７％ １ １．９％ １０ ２０．８％ ９ ２２．０％
６０代 １ ３．８％ ３ ５．８％ ５ １０．４％ ４ ９．８％
７０代以上 ０ ０．０％ ０ ０．０％ ０ ０．０％ ０ ０．０％
１００％ １００％ １００％ １００％
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（３２．７％），次いで３０代が１３名（２５．０％），４０代が最も多
く１１名（２１．２％），１回は１０代と４０代がともに最も多く
７名（２６．９％）であった。
表４は，３月３日の同観戦回数を示したものである。
女性の１０回以上は３０代が最も多く６５名（３３．０％），次い
で４０代が５３名（２６．９％），２０代が４０名（２０．３％），４回～
９回は３０代が最も多く７６名（３７．３％），次いで４０代が５８
名（２８．４％），２回～３回 は４０代 が 最 も 多 く４２名
（３１．８％），次いで３０歳代が３７名（２８．０％），１回は３０代
が最も多く２９名（２６．４％），次いで４０代が２２名（２０．０％）
であった。男性の１０回以上は３０代が最も多く２２名
（３２．４％），次いで５０代が１８名（２６．５％），４０代が１４名
（２０．６％），４回～９回は３０代が最も多く３５名（３２．１％），
次いで４０代が２４名（２２．０％），２～３回は３０代と４０代が
ともに最も多く２６名（２６．３％），１回は３０代が最も多く２６
名（２９．２％）であった。
３．クラブ会員および非会員比
表５は，２月３日のクラブ会員および非会員を年代毎
に示したものである。女性全体では会員が７８名（２５．９％）
であるのに対し，非会員は２３３名（７４．１％）であった。
年代毎では会員は４０代が最も多く２８名（３５．９％），次い
で３０代が２５名（３２．１％），非会員は３０代が最も多く６９名
（３０．９％），次いで４０代が６４名（２８．７％）であった。男
性全体では会員が２８名（１６．９％）であるのに対し，非会
員は１３８名（８３．１％）であった。年代毎では４０代と５０代
が最も多くともに７名（２５．０％），次いで６０代が６名
（２１．４％），非会員は１０代が最も多く３４名（２４．６％），次
いで３０代が３３名（２３．９％），４０代が３０名（２１．７％）であっ
た。
表６は，３月３日のクラブ会員及び非会員を年代毎に
示したものである。女性全体では会員が１０２名（１６．２％）
であるのに対し，非会員は５２８名（８３．８％）であった。
年代毎では会員は４０代が最も多く３１名（３０．４％），次い
で３０代が２６名（２５．５％），非会員は３０代が最も多く１７９名
（３３．９％），次いで４０代が１３７名（２５．９％）であった。男
性全体では会員が４２名（１０．９％）であるのに対し，非会
員は３１７名（８９．１％）であった。年代毎では会員は５０代
が最も多く１３名（３１．０％），次いで３０代と６０代がともに１０
名（２３．８％）であった。非会員は３０代が最も多く９７名
（３０．６％），次いで４０代が７０名（２２．１％）であった。
表５ 年代毎のクラブ会員比
２月３日（金）パナソニックトライアンズ戦
会員 非会員 会員 非会員
女性 人数 ％ 人数 ％ 男性 人数 ％ 人数 ％
合計３０１ ７８ ２５．９％ ２２３ ７４．１％ 合計１６６ ２８ １６．９％ １３８ ８３．１％
内訳 内訳
１０代 １ １．３％ ２０ ９．０％ １０代 ２ ７．１％ ３４ ２４．６％
２０代 ６ ７．７％ ３１ １３．９％ ２０代 ３ １０．７％ １８ １３．０％
３０代 ２５ ３２．１％ ６９ ３０．９％ ３０代 ３ １０．７％ ３３ ２３．９％
４０代 ２８ ３５．９％ ６４ ２８．７％ ４０代 ７ ２５．０％ ３０ ２１．７％
５０代 １１ １４．１％ ２５ １１．２％ ５０代 ７ ２５．０％ １６ １１．６％
６０代 ７ ９．０％ １１ ４．９％ ６０代 ６ ２１．４％ ７ ５．１％
７０代以上 ０ ０．０％ ３ １．３％ ７０代以上 ０ ０．０％ ０ ０．０％
表６ 年代毎のクラブ会員比
３月３日（土）トヨタアルバルク戦
会員 非会員 会員 非会員
女性 人数 ％ 人数 ％ 男性 人数 ％ 人数 ％
合計６３０ １０２ １６．２％ ５２８ ８３．８％ 合計３５９ ４２ １０．９％ ３１７ ８９．１％
内訳 内訳
１０代 ５ ４．９％ ３５ ６．６％ １０代 ０ ０．０％ ３６ １１．４％
２０代 １１ １０．８％ ９５ １８．０％ ２０代 １ ２．４％ ４８ １５．１％
３０代 ２６ ２５．５％ １７９ ３３．９％ ３０代 １０ ２３．８％ ９７ ３０．６％
４０代 ３１ ３０．４％ １３７ ２５．９％ ４０代 ８ １９．０％ ７０ ２２．１％
５０代 １９ １８．６％ ５８ １１．０％ ５０代 １３ ３１．０％ ４０ １２．６％
６０代 １０ ９．８％ ２０ ３．８％ ６０代 １０ ２３．８％ １９ ６．０％
７０代以上 ０ ０．０％ ４ ０．８％ ７０代以上 ０ ０．０％ ７ ２．２％
４．観戦理由
図１は，２月３日の観戦理由を示したものである。女
性は，レバンガ北海道のファンだからが最も多く
（２２．２％），次いでバスケットボールが好きだから
（１６．６％），レバンガ北海道は北海道のチームだから
（１５．０％），レラカムイ時代からのファンだから
（１３．３％），折茂選手を応援したいから（１２．９％）であっ
た。男性は，バスケットボールが好きだからが最も多く
（１９．６％），次いでレバンガ北海道のファンだから
（１８．２％），レバンガ北海道は北海道のチームだから
表４ 年代毎の観戦回数
３月３日（土）トヨタアルバルク戦
１回 ２～３回 ４～９回 １０回以上
女性 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
合計６４３ 計 １１０ １７．１％ １３２ ２０．５％ ２０４ ３１．７％ １９７ ３０．６％ １００％
内訳
１０代 １３ １１．８％ １１ ８．３％ ８ ３．９％ ９ ４．６％
２０代 １９ １７．３％ ２０ １５．２％ ２８ １３．７％ ４０ ２０．３％
３０代 ２９ ２６．４％ ３７ ２８．０％ ７６ ３７．３％ ６５ ３３．０％
４０代 ２２ ２０．０％ ４２ ３１．８％ ５８ ２８．４％ ５３ ２６．９％
５０代 １７ １５．５％ １５ １１．４％ ２３ １１．３％ ２４ １２．２％
６０代 ８ ７．３％ ７ ５．３％ ９ ４．４％ ６ ３．０％
７０代以上 ２ １．８％ ０ ０．０％ ２ １．０％ ０ ０．０％
１００％ １００％ １００％ １００％
１回 ２～３回 ４～９回 １０回以上
男性 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
合計３６５ 計 ８９ ２４．４％ ９９ ２７．１％ １０９ ２９．９％ ６８ １８．６％ １００％
内訳
１０代 １１ １２．４％ １６ １６．２％ ９ ８．３％ ２ ２．９％
２０代 １７ １９．１％ １５ １５．２％ １１ １０．１％ ７ １０．３％
３０代 ２６ ２９．２％ ２６ ２６．３％ ３５ ３２．１％ ２２ ３２．４％
４０代 １４ １５．７％ ２６ ２６．３％ ２４ ２２．０％ １４ ２０．６％
５０代 １４ １５．７％ ６ ６．１％ １５ １３．８％ １８ ２６．５％
６０代 ４ ４．５％ ７ ７．１％ １４ １２．８％ ５ ７．４％
７０代以上 ３ ３．４％ ３ ３．０％ １ ０．９％ ０ ０．０％
１００％ １００％ １００％ １００％
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図１ 男女別観戦理由
２月３日（金）パナソニックトライアンズ戦
図２ 男女別観戦理由
３月３日（土）トヨタアルバルク戦
図３ 観戦者の要望（男女別）複数回答
２月３日（金）パナソニックトライアンズ戦
図４ 観戦者の要望（男女別）複数回答
３月３日（土）トヨタアルバルク戦
（１６．５％）であった。
図２は，３月３日の観戦理由を示したものである。女
性は，レバンガ北海道のファンだからが最も多く
（２０．６％），次いでバスケットボールが好きだから
（１６．９％），レバンガ北海道は北海道のチームだから
（１４．２％），レラカムイ時代からのファンだから
（１２．４％），折茂選手を応援したいから（１１．７％），札幌
で開催されたから（１１．６％）であった。男性は，札幌で
開催されたからが最も多く（２８．９％），次いでバスケッ
トボールが好きだから（１６．１％），レバンガ北海道のファ
ンだから（１５．７％），レバンガ北海道は北海道のチーム
だから（１０．９％）であった。
５．観戦者の要望
図３は，２月３日の観戦者の要望を示したものである。
女性は，優勝争いができる強いチームを作るが最も多く
（２７．８％），次いで交通の便の良いきたえーるの試合を
増やす（２２．４％），チケットの販売方法を工夫する
（１４．３％），チケットの料金を安くする（１３．８％）であっ
た。男性は，優勝争いができる強いチームを作るが最も
多く（２７．８％），次いで交通の便の良いきたえーるの試
合を増やす（１６．８％），チケットの料金を安くする
（１４．８％），チケットの販売方法を工夫する（１１．９％），
野口大輔のような北海道出身者を集める（１０．４％）であっ
た。
図４は，３月３日の観戦者の要望を示したものである。
女性は，交通の便の良いきたえーるの試合を増やすが最
も多く（２６．２％），次いで優勝争いができる強いチーム
を作る（２４．４％），チケットの料金を安くする（１４．２％），
チケットの販売方法を工夫する（１１．０％）であった。男
性は，優勝争いができる強いチームを作るが最も多く
（３２．６％），次いで交通の便の良いきたえーるの試合を
増やす（２４．２％），チケットの料金を安くする（１２．６％）
であった。
Ⅳ．考 察
１．観戦者属性について
観戦者属性については，３０代と４０代の女性が多く，居
住地では札幌市が多い傾向が見られた。
bj リーグの観戦者調査６），７）においても，同様に女性の
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観戦者が多い傾向が明らかとなっている。しかし，プロ
野球とＪリーグ５）では，男性の観戦者が多い傾向が示さ
れ，女性の観戦者は少ない傾向である。年代について
は，３５歳～６０歳の壮年層が多い傾向が示されている。こ
れらのことから，JBLと bj ともに女性観戦者が多い傾
向は明らかにされたものの，その要因は本調査では明ら
かにすることは出来ていない。
居住地について２月３日の調査では，７９．６％が札幌市
と回答していたが，ホームゲーム最終戦の３月３日の調
査では，札幌市が６８．９％に減少している。しかしながら，
札幌近郊市町村が微増し，札幌近郊以外の道内市町村が
８．７％から１５．２％へ増加している。ホームゲーム最終戦
という要因が遠方からの集客をもたらしていると考える。
また，道外都府県は２月３日の調査３．０％から３月３
日の調査では２．２％となっているが，人数は増加してい
る。対戦相手チームの応援と推測するが，こうした道外
都府県からの観客動員を増やすことも，運営面では重要
なことと考える。
２．観戦回数について
観戦回数については，男女とも４回以上が半数以上を
占めていた。とくに女性では１０回以上が４８．７％を占めて
いた。JBLの１シーズンのレギュラー試合数が４２試合で
あり，うちホームゲームが約半分であることを考える
と，１０回以上観戦をすることはかなりのリピート率であ
る。ヘビーユーザーと定義する回数は更なる検証が必要
ではあるが，レバンガ北海道の観戦者はリピート率の高
いヘビーユーザーであると言える。したがって，今後は
１回つまり初観戦者の割合を増やすこと，またそうした
観戦者をリピート観戦させる手立てを考えていかなけれ
ばならない。レバンガ北海道２０１１１２シーズンの観客動
員数はリーグ２位になったものの，２０１０１１シーズンで
は，レラカムイ北海道時代 JBL参入後３シーズン連続
リーグ１位から初めて４位に甘んじている。したがって，
初観戦者を動員することは，最重要の課題と考える。
３．観戦理由について
観戦理由については，レバンガ北海道のファン，北海
道のチームだからという，チームおよび地元を応援する
との回答が多い傾向が見られた。これは，前述のリピー
ター率が高くヘビーユーザーであることから連関が伺え
る。また，折茂選手を応援したい，レラカムイ時代から
のファン，という回答は女性に多く見られ，レバンガ北
海道の観戦者が女性が多いことに起因していると考えら
れる。一方，男性とくに３月３日調査では，札幌で開催
されたからが突出して多かったが，この理由についての
分析は進んでいない。むしろ，男性はバスケットボール
が好きである，競技に生かす，といった理由が挙げられ
ている傾向が見られた。男性の観客率が低いことから，
チームや地元ファンとしてだけでなく，バスケットボー
ル競技そのものをウリにする仕掛けにより，男性の観客
を取り込むことが出来るのではないかと考える。
４．観戦要望について
観戦要望については，優勝争いができる強いチームを
作るが最も強い要望であった。競技スポーツであり，勝
敗が多くの部分を占めるプロスポーツでは，絶対的使命
である。一方では，交通の便の良い北海きたえーるの試
合を増やす，という要望も強かった。レバンガ北海道の
メインアリーナ（本拠地）は，本研究の２回の調査を実
施した北海きたえーるではない。２０１１１２シーズンのホー
ムゲームの開催２０試合のうち，６試合が北海きたえー
る，４試合が北翔クロテック月寒ドーム，他１０試合は釧
路，帯広，恵庭，小樽，芦別で各２試合ずつ実施してい
る。筆者らは，レラカムイ北海道時代の稚内と釧路会場
での調査を実施しているが，稚内会場では約半数、釧路
会場では約７割が地元観戦者であった。道内各地域で開
催することで，札幌以外のファンの増加につながること
は間違いないことから，開催地の決定については，多角
的に検討を重ねていかなければならない。
Ⅴ．おわりに
本研究は，レバンガ北海道の観戦者の実態調査結果に
ついて明らかにし，情報資料として提供することを目的
として実施された。筆者らは，レラカムイ北海道時代か
ら観戦者の調査を実施してきた。こうした結果および本
調査結果が，今後のレバンガ北海道に有益な情報資料と
して提供となればと考える。筆者らは，本調査結果をも
とに，さらに詳細な分析を進め，バスケットボール競技
の観戦者特性や，また北海道におけるプロスポーツの運
営方策について，明らかにしていきたいと考える。
そして，レバンガ北海道（JBL）の公式戦ホームゲー
ムは，概ね１０月から３月に開催されている。この時期の
北海道は，いわゆる積雪寒冷時期に該当し，一般的には
積雪寒冷時期には人々の活動量が減少されるため，実際
に競技場へ足を運び観戦する観戦行動が，活動量向上に
寄与する要因のひとつとなりうることも期待される。
また，北海道内におけるプロスポーツは，プロ野球北
海道日本ハムファイターズが人気と実力ともに高い。そ
して，Ｊリーグコンサドーレ札幌，さらにはＦリーグ
（フットサル）エスポラーダ北海道の合計４チームが存
在している。本研究では直接言及はしていないが，開催
時期の違いや運営状況の違いなど，大きな課題はあるも
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のの，積雪寒冷地域におけるプロスポーツとして，単な
る地域連携だけではない，相互連携策も検討していきたい。
付 記
本研究は，平成２３年度から平成２５年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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